
西高校生レポート西高校生レポート 西高農場は、地域とともに先端技術の研究・研修、憩
い、自然とのふれあいの『場』として開放しています。

　能代西高校をはじめ、全国で農業を学
ぶ高校生で組織する日本学校農業クラブ
連盟。
　その日本学校農業クラブ連盟が主催す
る「農業鑑定競技会」（今年の全国大会は、
１０月に宮城・山形県で開催）の校内選考
会が３月１６日に能代西高で開かれました。
　当日は、生物資源系列の１年生１３人と
２年生１７人が出場し、およそ１５分間の実
物鑑定に臨みました。農業機械や農機具
のほか、農作物の品種特性、病害虫の特徴と防除方法、バイ
オテクノロジーや農業経営に関する問題など出題範囲は多岐
に及びます。
　生徒らは、１問あたりの制限時間２０秒以内に答えていくの
で必死に特徴を探し出し、設問に答えていきました。今年の
成績上位者は、２年生の杉山剛士さん、大森紅華さん、加藤
未衣奈さんに加え、１年生の池内祐紀さんの健闘が光りまし
た。
　今後、成績上位者の他に数名加えて、全県大会そして全国
大会で勝ち抜くために学習会が行われます。生徒の活躍に乞
うご期待！
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　今年度から、生物資源系列でも本格的に農業に関する資格取
得を目指し、その学習に力を入れています。今回紹介するのは
「農業技術検定試験」です。
　この試験は、農業に関する基礎的な知識はもちろんのこと、
応用的な知識も問われる難易度の高い試験です。
　今年は、生物資源系列の２年生１５人が３級の試験に挑戦し、
金谷一希さんと山崎美乃梨さんの２人が見事資格取得を果たし
ました。惜しくもあと２問前後の壁に阻まれて涙をのんだ生徒
も多く、リベンジに向け早くも始動しているそうです。

農業技術検定試験

獅子座（7・23〜8・22）　持ち前の行動力を発揮できる月。興味を引かれるジャンルがあれば、ぜひ挑戦してみて。サポート運も強力です 12
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